
(57)【要約】
 燃料電池の陽極と陰極とから出入りするガスと水の移動をフィルタ組立体は調節する。
フィルタ組立体は携帯用の水素燃料電池用として特にメタノール他の液体燃料源に好適で
ある。携帯電話、携帯情報端末 (PDA)、ラップトップコンピュータおよびポケットベルと
共に燃料電池とフィルタエレメントを使用できる。本発明により提供されるフィルタ組立
体は、燃料電池の外部と陰極の間の選択的な透過形バリアを備える。フィルタ組立体は微
粒子とガス材料が陰極に晒される状態を調節する。また、フィルタ組立体は水の動きを調
節できる。また、本発明によれば液体 (例えば、メタノールと水 )を選択的に透過させるバ
リアを備える。フィルタ組立体は陽極から離れた液体とガスの材料の動きを調節する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
(a)　 酸 化 剤 吸 気 口 と 陽 極 と に 流 体 的 に 接 続 さ れ た 陰 極 を 有 す る 携 帯 用 の 燃 料 電 池 と 、
(b)　 前 記 酸 化 剤 吸 気 口 と 前 記 陰 極 と に 流 体 的 に 接 続 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 で あ っ て 、
　 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、
　 　 (i)　 少 な く と も 微 粒 子 除 去 部 材 と 化 学 物 質 吸 着 部 材 の 少 な く と も 一 つ と 、
　  (ii) 水 を バ ッ フ ァ リ ン グ す る た め の 水 バ ッ フ ァ 部 材 と を 備 え 、
(c)　 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 酸 化 剤 が 前 記 酸 化 剤 吸 気 口 を 通 過 し て 入 り 前 記 フ ィ ル タ 組
立 体 を 通 り 抜 け 、 前 記 陰 極 か ら の 水 の 蒸 気 が 前 記 水 バ ッ フ ァ 部 材 に よ り 調 節 さ れ る こ と で
必 要 な 湿 度 レ ベ ル を 維 持 で き る よ う に 前 記 燃 料 電 池 に 配 置 お よ び 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 と 前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材 の 両 方 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 と 前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材 と 前 記 水 バ ッ フ ァ 部
材 と を 内 部 に 有 す る 一 つ の 部 分 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立
体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ を 備 え 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 と 前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材
と 前 記 水 バ ッ フ ァ 部 材 と を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 で 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 少 な く と も 拡 散 流 路 の 一 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記
載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 を 有 す る 第 １ の 部 分 と 、 前 記 化 学 物 質 吸 着 部
材 と 前 記 水 バ ッ フ ァ 部 材 と を 有 す る 第 ２ の 部 分 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 微 粒 子 除 去 部 材 は 、 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立
体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材 は 、 活 性 炭 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立
体 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 化 学 物 質 吸 着 材 は 、 飽 和 活 性 炭 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 燃 料 電 池
組 立 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 燃 料 電 池 は 、 電 力 を 電 子 装 置 に 供 給 す る よ う に 前 記 電 子 装 置 に 対 し て 動 作 可 能 に 接 続
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 電 子 装 置 は 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情 報 端 末 （ PDF） ま た は ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 内
の 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の を と 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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携 帯 用 の 前 記 燃 料 電 池 は 、 ２ kg以 下 の 重 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
(a)　 携 帯 用 の ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、
　 　 (i)　 陰 極 と 、
　 　 (ii)　 陽 極 と を 備 え 、
　  (iii) 　 前 記 陽 極 と 流 体 的 に 接 触 す る 液 体 の メ タ ノ ー ル 源 が 、 通 気 口 を 有 す る 容 器 の
中 に 溜 液 さ れ 、 前 記 通 気 口 は 前 記 容 器 の 内 部 と 前 記 容 器 の 外 部 の 間 を 流 体 的 に 接 触 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ 、
(b) 　 前 記 通 気 口 の 内 部 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 容 器 の 内 部 と 前 記 容 器 の 外
部 の 間 を 流 体 的 に 接 触 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 選 択 的 に 透 過 す る 疎
水 性 部 材 ま た は 疎 油 性 部 材 の 一 方 又 は 双 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 疎 水 性 部 材 ま た は 前 記 疎 油 性 部 材 の 一 方 ま た は 双 方 は 、 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ５ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 燃
料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 燃 料 電 池 組
立 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 さ ら に 吸 着 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、 ２ kg以 下 の 重 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ５ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 素 燃 料 電 池 と 様 々 な 汚 染 物 質 を 濾 過 す る よ う に 使 用 さ れ る フ ィ ル タ を 内 部
に 設 け た 技 術 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 汚 染 物 質 か ら 燃 料 電 池 を 保 護 し 、 ま た 水
を 調 節 よ う に 水 素 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 側 面 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ 構 成 に 関 す る 。 ま た 、 本 発
明 は そ の 燃 料 と し て メ タ ノ ー ル ま た は 他 の 液 体 を 使 用 す る 水 素 燃 料 電 池 の 燃 料 側 面 に 設 け
ら れ る フ ィ ル タ 構 成 に も 関 係 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 源 と し て 燃 料 電 池 を 使 用 す る こ と は 急 速 に 成 長 し て い る 産 業 分 野 で あ る 。 燃 料 電 池 は
、 化 石 燃 料 を 使 用 し な い の で 有 害 物 質 を 放 出 し な い こ と か ら 環 境 面 で 好 ま し い と し て 売 り
込 ま れ て い る 。 燃 料 電 池 は 、 電 力 を 接 触 反 応 を 伴 っ て 発 生 す る た め の 陽 極 と 陰 極 を 備 え て
い る 点 で バ ッ テ リ ー と 同 様 で あ る 。 １ つ の 代 表 的 な タ イ プ の 燃 料 電 池 と し て 燃 料 と し て 水
素 を 使 用 す る 水 素 燃 料 電 池 が 挙 げ ら れ る 。 水 素 ま た は 水 素 燃 料 が 陽 極 に 供 給 さ れ 陽 電 荷 の
イ オ ン を 残 し た 状 態 で 水 素 電 子 が 解 放 さ れ る 。 解 放 さ れ た 電 子 は 外 部 回 路 を 通 っ て 陰 極 に
移 動 し 、 そ の 過 程 で 外 部 の 電 気 回 路 に 電 源 と し て 使 用 す る こ と が で き る 電 流 を 供 給 す る 。
陽 電 荷 の イ オ ン は 燃 料 電 池 の 電 解 質 を 通 り 、 陰 極 に 拡 散 し イ オ ン が 電 子 と 酸 素 と 化 合 す る
過 程 で 水 と 二 酸 化 炭 素 の 副 産 物 を 形 成 す る 。 陰 極 反 応 を 促 進 す る た め に 触 媒 が し ば し ば 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 メ タ ノ ー ル は 水 素 燃 料 の 代 表 的 な 燃 料 で あ る 。 メ タ ノ ー ル を 使 用 す る 燃 料 電 池 は 、 一 般
的 に メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 (DMFC)と 呼 ば れ る 。 メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、 陽 極 と の 流 体 的 に 連

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-516352 A 2006.6.29



通 す る 液 体 メ タ ノ ー ル の 燃 料 を 有 す る 。 特 定 の 設 計 に よ れ ば 、 メ タ ノ ー ル の 容 積 部 分 を 離
し て 置 く か 流 体 的 に 燃 料 電 池 と 接 続 さ せ る 代 わ り に 、 陽 極 の 近 く ま た は 陽 極 に 対 し て 直 接
的 に 接 触 さ せ る 場 合 が あ る 。 メ タ ノ ー ル を 隣 接 さ せ る 設 計 に よ れ ば 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ
ュ ー タ 、 電 話 機 、 ポ ケ ッ ト ベ ル お よ び 携 帯 型 情 報 端 末 な ど の よ う に 、 特 に 携 帯 用 の 装 置 を
動 か す の に 使 用 さ れ る 携 帯 用 の メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ダ イ レ ク ト メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 で 必 要 と な る 点 は 、 携 帯 用 の 燃 料 電 池 の 実 現 可 能 性 と 信
頼 性 の 改 良 さ れ た 構 成 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 6,432,177号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 6,638,339号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 5,869,009号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 6,146,446号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 米 国 特 許 第 6,168,651号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 米 国 特 許 第 6,491,741号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 米 国 特 許 第 4,863,499号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 米 国 特 許 第 5,997,614号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 米 国 特 許 第 5,997,618号 公 報
【 特 許 文 献 １ ０ 】 米 国 特 許 第 6,077,335号 公 報
【 特 許 文 献 １ １ 】 米 国 特 許 第 5,876,487号 公 報
【 特 許 文 献 １ ２ 】 米 国 特 許 第 6,143,058号 公 報
【 特 許 文 献 １ ３ 】 米 国 特 許 第 6,214,095号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ＜ 発 明 の 要 約 ＞
　 本 発 明 に よ れ ば 、 水 素 燃 料 電 池 お よ び ダ イ レ ク ト メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 な ど の よ う な 小 型
ま た は 携 帯 用 の 燃 料 電 池 に 特 に 有 効 と な る 単 独 ま た は 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 様 々 な フ ィ
ル タ 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 こ れ ら の 燃 料 電 池 と フ ィ ル タ エ レ メ ン ト は 、 携 帯 電 話 や 個 人 的
な 携 帯 情 報 端 末 、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ お よ び ポ ケ ッ ト ベ ル な ど の 携 帯 用 の 機 器 に 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 ま た は 陰 極 側 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 が さ ら に
提 供 さ れ 、 フ ィ ル タ に よ り 使 用 環 境 と な る 周 囲 環 境 空 気 と 燃 料 電 池 の 陽 極 と の 間 に 選 択 的
な 透 過 形 バ リ ア が 形 成 さ れ る 。 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 微 粒 子 と ガ ス 材 料 に 対 し て 陰 極 が 晒 さ
れ る 状 態 を 調 節 す る 。 ま た 、 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 陰 極 の ガ ス と 水 が 陰 極 に 向 か う 動 き と 離
れ る 動 き を 調 節 す る 。 特 に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 は そ れ を 通 し て ガ ス と 水 の 蒸 気 の 両 方 が 通 過
す る こ と を 許 容 し て 、 そ れ ら の 出 水 率 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 の 陽 極 側 面 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 が さ ら に
提 供 さ れ る こ と と な り 、 フ ィ ル タ に よ り 使 用 環 境 と な る 周 囲 環 境 空 気 と 液 体 燃 料 (す な わ
ち 、 メ タ ノ ー ル )と の 間 で 選 択 的 に 透 過 す る 透 過 形 バ リ ア が 形 成 さ れ る 。 フ ィ ル タ 組 立 体
は 、 陽 極 か ら 離 れ た 液 体 と ガ ス の 材 料 の 動 き を 調 節 す る 。 特 に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 そ れ
を 通 過 す る ガ ス の 通 過 を 許 容 す る が 、 液 体 の 通 過 は 禁 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 陰 極 に 向 か う 空 気 や 酸 素 、 ま た
は 両 方 な ど の 望 ま し い ガ ス の 分 子 が 通 過 す る こ と を 許 容 す る が 、 微 粒 子 ま た は 燃 料 電 池 性
能 に 影 響 を 与 え る 可 能 性 の あ る ガ ス 状 の 化 学 汚 染 物 質 、 炭 化 水 素 な ど の 汚 染 物 質 (VOCs)、
酸 性 ガ ス (す な わ ち 、 SO2, H2S, Cｌ 2, NOx)お よ び ベ ー ス ガ ス (す な わ ち 、 ア ン モ ニ ア )の
通 過 は 禁 止 す る 。 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 陰 極 の 湿 度 と 陰 極 か ら の 水 の 蒸 気 を 調 節
す る 。 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 膜 と 望 ま し く は 吸 着 材 の 材 料 を 含 み 、 微 粒 子 の 濾 過 の た
め の 膜 と 化 学 物 質 の 濾 過 の た め の 吸 着 材 の 材 料 と を 備 え る 。 ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体
は 陰 極 に お け る 相 対 湿 度 を 安 定 さ せ る た め に 水 ま た は 湿 気 バ ッ フ ァ を 含 む 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 そ れ を 通 し て 大 気 と 陽 極 と
の 間 で 空 気 (酸 素 、 窒 素 、 ア ル ゴ ン な ど )と 二 酸 化 炭 素 の よ う な 副 産 物 の ガ ス の 分 子 の 通 過
を 許 容 す る が 、 メ タ ノ ー ル と 水 な ど の よ う な 液 体 の 通 過 は 防 止 す る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立
体 は 疎 水 性 ま た は 疎 油 性 （ 疎 油 性 ） あ る い は 双 方 の 特 性 を 有 す る 材 料 を 含 み 、 こ れ ら に よ
り 選 択 的 な 透 過 形 バ リ ア が 提 供 さ れ る 。 透 過 形 バ リ ア は 、 望 ま し く は 微 粒 子 濾 過 も ま た 提
供 で き 、 そ れ を 通 し て 通 過 す る 微 粒 子 の 通 過 を 防 止 す る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 蟻 酸
、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド な ど の 材 料 を 大 気 中 に 追 放 さ せ る の で は な く 、 そ れ ら を 吸 着 す る 吸 着
材 の 材 料 を 追 加 的 に 含 む で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 と 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 夫 々 は 、 単 一 要 素 ま た は 多 重 の 要 素 と
し て 構 成 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 １ つ の 特 定 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 酸 化 剤 の 吸 気 口 と 陽 極 に 対 し て 流 体 的 に 接 続 さ れ た 陰
極 を 有 す る 携 帯 用 の 燃 料 電 池 を 備 え 、 酸 化 剤 の 吸 気 口 と 陰 極 に 対 し て 流 体 的 に 接 続 す る よ
う に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 組 立 体 を 有 す る 燃 料 電 池 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 フ ィ ル タ 組 立 体 は
微 粒 子 の 除 去 を 行 う 部 材 と 、 化 学 吸 着 材 を 備 え る 部 材 と 水 の バ ッ フ ァ を 備 え る 部 材 を 含 む
。 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 燃 料 電 池 内 に お い て 吸 気 口 を 通 っ て 入 っ た 酸 化 剤 が 、 微 粒 子 の 除 去
の 部 材 部 分 を 通 り 抜 け る よ う に 構 成 さ れ 、 化 学 吸 着 材 の 部 材 部 分 に 連 絡 し て お り 、 陰 極 に
お い て 水 の 蒸 気 が 水 の バ ッ フ ァ の 部 材 部 分 で 調 節 さ れ 陰 極 で 必 要 な 湿 度 水 準 を 達 成 す る よ
う に 組 み 立 て お よ び 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 別 の 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 携 帯 用 の ダ イ レ ク ト メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 と フ ィ ル タ 組 立 体 を
備 え る よ う に 構 成 さ れ た 燃 料 電 池 組 立 体 が 提 供 さ れ る 。 燃 料 電 池 は 、 陽 極 と 、 陰 極 と 、  
液 体 メ タ ノ ー ル 源 と 陰 極 と 接 す る 流 体 接 点 を 備 え 、 メ タ ノ ー ル は 通 気 口 を 有 す る 容 器 の 内
部 に 残 さ れ 、 通 気 口 は 容 器 の 内 部 と 容 器 の 外 部 と の 間 で 液 体 的 な 接 触 状 態 を 提 供 す る 。 フ
ィ ル タ 組 立 体 は 通 気 口 の 中 に 配 置 さ れ 、 容 器 の 内 部 と 容 器 の 外 部 と の 間 で 流 体 的 に 接 続 す
る よ う に 構 成 さ れ る 。 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 (PTFE), ポ リ フ ッ 化 ビ ニ
リ デ ン (PVDF)、 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン (PP)を 含 む 膜 な ど の よ う な 疎 水 性 、 疎 油 性 （ 疎 油 性
） の 部 材 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 様 々 な 実 施 形 態 は 記 載 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 な ど の よ う に 、
携 帯 用 の 燃 料 電 池 の 陰 極 側 か 陽 極 側 の ど ち ら か で 使 用 さ れ る 様 々 な フ ィ ル タ エ レ メ ン ト が
提 供 さ れ る 。 共 通 す る 構 成 部 品 に つ い て は 同 様 の 符 号 を 附 し て 説 明 さ れ 様 々 な フ ィ ル タ エ
レ メ ン ト を 取 り 入 れ る シ ス テ ム が 図 示 さ れ て い る 。 特 に 、 図 １ は 装 置 20と 小 型 ま た は 携 帯
用 の 燃 料 電 池 30を 含 む シ ス テ ム 10を 図 示 す る 。 こ こ で 、 「 携 帯 形 」 燃 料 と は 通 常 の 人 が 容
易 に 運 ぶ こ と が で き る も の を 意 味 し 、 6000立 方 cm以 下 の 容 積 と 約 10kg以 下 の 重 さ を 有 し 、
望 ま し く は 約 1000立 方 cm以 下 、 約 2kg以 下 の 重 さ を 有 す る 。 こ の 記 載 で 使 用 さ れ る 「 携 帯
型 の 」 燃 料 電 池 は 、 約 1000ワ ッ ト 以 下 、 望 ま し く は 500ワ ッ ト 以 下 の 電 力 定 格 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 装 置 20は 、 陰 極 32と 陽 極 34で の 接 触 反 応 を 通 し て 燃 料 電 池 30で 発 生 さ れ る 電 気 で 駆 動 さ
れ る 。 小 型 ま た は 携 帯 用 の 燃 料 電 池 30で 操 作 さ れ る 最 適 な 装 置 の 事 例 と し て は 、 携 帯 電 話
、 携 帯 情 報 端 末 (PDA)、 ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ 、 ポ ケ ッ ト ベ ル 、 ラ ジ オ お よ び バ ッ テ
リ ー に よ っ て 伝 統 的 手 法 で 駆 動 さ れ る 他 の 電 子 装 置 が 含 ま れ る 。 燃 料 電 池 30で 駆 動 さ れ る
適 当 な 装 置 20の 特 殊 な 構 成 例 に つ い て は 図 ２ 、 ３ に 図 示 さ れ る 。 図 ２ に は 、 装 置 20が 図 示
さ れ て お り 、 特 に 携 帯 電 話 22が 示 さ れ て お り 、 図 ３ に は 装 置 20と し て の 携 帯 情 報 端 末 (PDA
)24が 図 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 燃 料 電 池 に は ５ つ の 周 知 の タ イ プ の も の が あ り 、  燃 料 電 池 30は こ れ ら の い ず れ か の タ
イ プ か ら 選 択 さ れ る で あ ろ う 。 陽 子 交 換 膜 の 燃 料 電 池 (PEMFCs)は 、 固 体 ポ リ マ 電 解 質 を 含
ん で い る 。 こ の 燃 料 電 池 は 低 温 動 作 タ イ プ で あ り 、 電 力 が 必 要 と な る と 電 力 シ フ ト を 満 た
す た め に 急 速 に そ れ ら の 出 力 を 変 え る 能 力 を 備 え た 高 電 力 密 度 に よ り 、 乗 り 物 用 の 動 力 や
ビ ル な ど の 設 備 の 同 様 に 静 止 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 理 想 的 に 使 用 さ れ る 。 PEM燃
料 電 池 は 、 燃 料 と し て 水 素 を 使 用 す る 。 燃 料 源 と し て メ タ ノ ー ル に 存 在 す る 水 素 を 使 用 す
る ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、 PEM燃 料 電 池 の タ イ プ の 一 つ で あ る 。 ア ル カ リ 燃
料 電 池 (AFCs)は 、 液 体 ア ル カ リ 電 解 液 を 含 ん で お り 、 主 と し て 宇 宙 任 務 ア プ リ ケ ー シ ョ ン
で 使 用 さ れ て き た 。 り ん 酸 燃 料 電 池 (PAFCs)は 、 燐 酸 電 解 質 を 利 用 し お り 、 現 在 は 商 業 発
電 用 に 使 用 さ れ て い る 。 溶 融 炭 酸 塩 燃 料 電 池 (MCFCs)は 、 炭 酸 塩 塩 電 解 質 を 含 ん で お り 、
約 650℃ の 運 転 温 度 で 溶 融 状 態 に な る 。 固 体 酸 化 物 燃 料 電 池 (SOFCs)は 、 セ ラ ミ ッ ク の 電 解
質 の 材 料 を 使 用 し て お り 、 約 1000℃ で 動 作 す る 。 MCFCsと SOFCsの 双 方 と も 燃 料 と し て 一 酸
化 炭 素 を 使 用 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の ５ つ の タ イ プ の 燃 料 電 池 は 本 発
明 の フ ィ ル タ 組 立 体 の 使 用 に 適 し て い る が 、 好 ま し い 燃 料 電 池 と し て は 、 万 能 で あ り 小 型
あ る い は 携 帯 用 の 燃 料 電 池 と し て 容 易 に 利 用 可 能 で あ る PEM燃 料 電 池 が 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 燃 料 電 池 30は 陽 極 燃 料 と し て 水 素 を 使 用 す る 。 水 素 燃 料 は 、 水
素 (す な わ ち 、 水 素 ガ ス )が 直 接 的 に 供 給 さ れ る か 、 ま た は 代 替 の 源 (す な わ ち 、 メ タ ノ ー
ル )と し て 陽 極 34に 提 供 さ れ る で あ ろ う 。 燃 料 ま た は メ タ ノ ー ル と し て 水 素 を 使 用 す る か
否 か に 関 係 な く 、 い か な る タ イ プ の 水 素 燃 料 電 池 も 陰 極 側 に 配 置 さ れ る 本 発 明 の フ ィ ル タ
組 立 体 の 利 益 を 得 る で あ ろ う 。 ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 ま た は 液 体 メ タ ノ ー ル 燃
料 電 池 と 呼 ば れ る 電 池 は 、 陰 極 側 の 本 発 明 の フ ィ ル タ 組 立 体 と 陽 極 側 に 配 置 さ れ る 本 発 明
の フ ィ ル タ 組 立 体 か ら 利 益 を 得 る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 が 図 １ に 図 示 さ れ る 。 シ ス テ ム に 使 用 さ れ る 特 定 の 燃
料 電 池 に よ っ て 、 メ タ ノ ー ル 源 が 純 粋 な メ タ ノ ー ル で な い 場 合 も あ り 、 む し ろ 水 に 希 釈 さ
れ る こ と で 、 20～ 50%の メ タ ノ ー ル 希 釈 溶 液 で あ り 、 他 に は よ り 希 釈 さ れ る か よ り 濃 縮 さ
れ た 溶 液 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 水 素 燃 料 を 提 供 す る メ タ ノ ー ル 44は 、 燃 料 電 池 30の 陽 極 34に 液 体 と し て 通 常 供 給 さ れ る
。 周 囲 空 気 ま た は 別 の 酸 素 ま た は 酸 化 剤 源 42が 燃 料 電 池 30の 陰 極 32に 供 給 さ れ る 。 酸 素 は
自 然 に 陰 極 32に 拡 散 さ れ る か 、 ま た は ポ ン プ で 送 ら れ る か (例 え ば 、 コ ン プ レ ッ サ ー ま た
は ポ ン プ 装 置 に よ り )、 例 え ば 容 器 入 り の 源 と し て 提 供 さ れ る 。 水 素 (メ タ ノ ー ル か ら の )
と 酸 素 は 、 夫 々 陽 極 34と 陰 極 32の 電 極 に 接 触 し 、 電 気 と 熱 を 引 き 起 こ し 主 要 な 副 産 物 と し
て 水 を 作 り 出 し 、 電 極 間 で 電 圧 を 発 生 さ せ る 。 75%の 燃 料 利 用 効 率 が 一 般 的 で あ り 、 そ の
利 用 は 化 学 量 論 （ stoichiometric） レ ベ ル の ３ 倍 で あ る 。 す な わ ち 、 75%の 燃 料 利 用 効 率
レ ベ ル で は 、 例 え ば 25%の 燃 料 の 損 失 は 陰 極 で 交 差 す る ガ ス フ ロ ー ボ リ ュ ー ム の 燃 料 の た
め に 消 費 さ れ る 。 制 御 下 で は 90%の 燃 料 利 用 効 率 レ ベ ル が 可 能 で あ る こ と が 公 表 さ れ て い
る が 、 こ の よ う な 燃 料 利 用 効 率 の レ ベ ル は 、 陰 極 ガ ス レ ベ ル が 化 学 量 論 （ stoichiometric
） の ２ 倍 と な る こ と も 公 表 さ れ て い る 。 90%よ り も 大 き い レ ベ ル お よ び 化 学 量 論 が ２ 倍 以
下 の レ ベ ル に 達 す る も の と 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 燃 料 電 池 30は 、 水 素 原 子 が 陽 子 と 電 子 に 分 離 す る こ と を 引 き 起 こ す 触 媒 を 使 用 し 、 そ れ
ぞ れ が 陰 極 で 異 な っ た 経 路 を 取 る よ う に す る 。 陽 子 は 電 気 的 な 接 触 状 態 で 配 置 さ れ た 陰 極
32と 陽 極 34と の 間 の 電 解 質 35を 通 り 抜 け る 。 電 子 は 、 有 益 な 電 流 (I)を 発 生 し 、 こ の 電 流
は 装 置 20の エ ネ ル ギ 源 と し て 使 用 さ れ 、 水 素 陽 子 と 酸 素 と が 結 合 し て 陽 極 に 戻 る 前 に 装 置
20で 水 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ で 見 ら れ る よ う に 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100は 燃 料 電 池 30の 陽 極 34側 に 配 置 さ れ
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て お り 、 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200が 陰 極 32側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　
　 次 に 、 図 ５ か ら 図 ８ を 参 照 す る と 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100の 様 々 な 実 施 形 態 が 図 示
さ れ て い る 。 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100は 燃 料 電 池 30の 酸 化 剤 側 面 に 配 置 さ れ て お り 、 周
辺 環 境 と な る 周 囲 空 気 と 燃 料 電 池 の 陽 極 32の 間 に お い て 選 択 的 に 透 過 を 許 容 す る 透 過 形 バ
リ ア を 形 成 し て い る 。 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100は 、 陰 極 32へ の 酸 素 の 通 過 を 選 択 的 に 許
容 す る が 陰 極 32に 達 す る 微 粒 子 の 通 過 を 禁 止 す る こ と で 微 粒 子 が 陰 極 32に 到 達 し な い よ う
に す る 。 同 時 出 願 の 米 国 特 許 出 願 番 号 09/832, 715、 09/879, 441,、 09/122, 647お よ び 10
/241, 117と 米 国 特 許 第 6,432, 177お よ び 第 6,638, 339(ダ ラ ス 他 )(参 照 の た め に こ こ に 取
り 入 れ ら れ る 開 示 )に お い て 記 述 さ れ る よ う に 、 燃 料 電 池 陽 極 は 入 っ て 来 る 空 気 か 酸 素 の
流 れ で 引 き 起 こ さ れ る 微 粒 子 と 化 学 汚 染 物 質 に よ っ て 劣 化 さ れ や す い 。 第 １ の フ ィ ル タ 組
立 体 100は 、 陰 極 32か ら 離 れ て い る 水 の 動 き を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100の 第 １ の 実 施 形 態 は 、 図 ５ と 図 ６ Aで 図 示 さ れ て い る 。 組 立 体
100は 、 吸 着 材 材 料 114を ケ ー ス に 入 れ る た め の 膜 112を 含 み 、 膜 の 両 側 で 空 気 の 通 過 を 可
能 に し て い る 。 膜 の 反 対 側 112に は 接 着 性 の 構 成 120（ 図 ６ A)が 設 け ら れ る 。 こ の 接 着 性 の
構 成 120は 、 燃 料 電 池 30の 上 で フ ィ ル タ 組 立 体 100を 適 切 な 位 置 に 固 定 す る た め の 取 り 付 け
構 造 を 提 供 す る 。 図 示 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 接 着 性 の 構 成 は 、 接 着 性 の 層 122A、 122Bと を
サ ン ド イ ッ チ に す る キ ャ リ ア 121を 備 え た 多 重 積 層 構 成 で あ る 。 適 当 な キ ャ リ ア 121は 剛 性
を フ ィ ル タ 組 立 体 100に 提 供 で き る PETで あ る 。 図 ６ Aか ら 分 か る よ う に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 1
00は 吸 着 材 材 料 114へ の ア ク セ ス を 可 能 に す る た め に 接 着 性 の 構 成 120に よ っ て 形 成 さ れ る
通 気 口 115を 含 み 、 こ の 構 成 120を 通 し て 空 気 ま た は 他 の ガ ス の 流 れ を 抑 制 す る 。 陰 極 32で
拡 散 す る 酸 素 量 と 陰 極 32か ら の 水 の 量 の 全 体 的 な レ ー ト に 影 響 を 及 ぼ し か つ 最 適 化 す る よ
う に 通 気 口 115の サ イ ズ を 調 整 で き る 。 膜 材 料 (同 様 か 膜 112と は 異 な る )を 、 接 着 性 の 構 成
120と 吸 着 材 材 料 114の 間 に 配 置 す る こ と が で き 、 こ の よ う な 膜 は 積 層 さ れ る か ま た は 別 の
方 法 で 吸 着 材 114に 付 け ら れ る で あ ろ う 。 こ の 膜 材 料 は 濾 過 作 用 を 増 加 さ せ 、 親 水 を 加 え
る か ま た は 通 気 口 115に よ っ て 形 成 さ れ た プ レ ナ ム を 変 更 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 100の 第 １ の 実 施 形 態 の 代 替 の 構 成 が 図 ６ Bに お い て フ ィ ル タ 組 立 体 100'
と し て 図 示 さ れ る 。 こ の 組 立 体 100'は 吸 着 材 材 料 114を ケ ー ス に 入 れ る た め の 膜 112を 含 み
、 膜 の 反 対 側 に は 接 着 性 の 構 成 120'が 設 け ら れ る 。 追 加 の 膜 材 料 (不 図 示 )は 、 接 着 性 の 構
成 120'の 間 に 配 置 さ れ て 、 吸 着 材 材 料 114を 横 断 す る よ う に 延 設 さ れ る で あ ろ う 。 剛 性 を
フ ィ ル タ 組 立 体 100'に 対 し て 与 え る た め に 接 着 性 の 構 成 120'は 多 重 積 層 構 成 で あ る が 、 フ
ィ ル タ 組 立 体 100'を 燃 料 電 池 30に 固 定 す る た め の メ カ ニ ズ ム は 備 え て い な い 。 構 成 120'は
膜 112に キ ャ リ ア 121を 接 着 す る １ つ の 接 着 性 の 層 122Bと 、 吸 着 材 114と を 有 す る 。 フ ィ ル
タ 組 立 体 100'は 燃 料 電 池 30の 上 の い か な る 適 切 な 位 置 に 対 し て 固 定 す る 取 り 付 け 構 造 と な
る 第 ２ の 接 着 性 の 構 成 130を 含 む 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 接 着 性 の 構 成 130は 接 着 性 の 層 13
2A、 132Bと サ ン ド イ ッ チ す る キ ャ リ ア 131を 含 む 多 層 の 構 成 で あ る 。 図 ６ Aの フ ィ ル タ 組 立
体 100と 同 様 に 、 図 ６ Bの フ ィ ル タ 組 立 体 100'は 接 着 性 の 構 成 120'で 形 成 さ れ る 通 気 口 を 含
み 、 吸 着 材 材 料 114へ の ア ク セ ス を 可 能 と す る と と も に 、 構 成 120'に よ り 空 気 の 流 れ を 規
制 し 他 の ガ ス が 通 過 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'に お い て 膜 112は ガ ス の 分 子 の 通 過 を 許 容 す る が 液 体
と 微 粒 子 材 料 の 通 過 を 一 般 的 に 禁 止 す る 。 膜 112の 適 当 な 膜 材 料 は 、 繊 維 状 織 物 状 材 料 、
非 織 物 状 材 料 、 紙 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 ま た は ガ ラ ス 物 質 等 が あ る が こ れ ら に は 限 定 さ れ な
い 。 膜 112に は 疎 水 性 、 親 水 性 、 疎 油 性 （ 疎 油 性 ） の 材 料 が 良 い が 、 膜 112は こ れ ら の 特 性
の い ず れ か を 備 え る 必 要 は な い 。 膜 材 料 は 必 要 な 疎 水 性 、 親 水 性 、 疎 油 性 （ 疎 油 性 ） の 特
性 を 提 供 す る た め に 後 処 理 さ れ る で あ ろ う 。 し か し な が ら 、 望 ま し い 膜 112は 拡 張 さ れ た
四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 (PTFE)な ど の よ う に 疎 水 性 な 材 料 か ら 作 ら れ る と 良 い 。 膜 112の た
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め の 他 の 適 当 な 材 料 と し て は ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン (PVDF)と ポ リ プ ロ ピ レ ン (PP)が 含 ま れ
る 。 適 当 な 拡 張 さ れ た PTFE膜 に 関 す る 事 例 と し て は 、 87ミ ク ロ ン の 厚 さ で 0.1ミ ク ロ ン の
孔 を 穿 設 し た 「 MD5834」 と 、 87ミ ク ロ ン の 厚 さ で 0.7ミ ク ロ ン の 孔 を 穿 設 し た 「 EN 070141
7」 と 、 87ミ ク ロ ン の 厚 さ で 1ミ ク ロ ン の 孔 を 穿 設 し た 「 EN 0701552」 と 、 200ミ ク ロ ン の
厚 さ で 0.35～ 0.4ミ ク ロ ン の 孔 を 穿 設 し た 「 EN 0701405」 と 、 250ミ ク ロ ン の 厚 さ で 0.35ミ
ク ロ ン の 孔 を 穿 設 し た 「 EN 0701341」 と が あ り 、 こ れ ら は ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ
ン ク か ら 入 手 可 能 で あ る 。 適 当 な ポ リ プ ロ ピ レ ン 膜 は 、 87ミ ク ロ ン の 厚 さ と 0.1ミ ク ロ ン
の 孔 を 穿 設 し て い る 「 EN 0701516」 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'の 双 方 に お い て 、 収 着 剤 材 料 114は 膜 112を 通 り 抜 け る 炭 素 ベ
ー ス の VOCsや ア ン モ ニ ア お よ び SO2な ど の よ う な 様 々 な ガ ス 分 子 を 吸 着 す る 。 収 着 剤 材 料 1
14は 永 久 に 有 害 な 汚 染 物 質 を 保 持 す る か 、 あ る い は 時 間 経 過 と と も に 汚 染 物 質 を 放 出 す る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 適 当 な 収 着 剤 材 料 114と し て は 、 活 性 炭 、 活 性 ア ル ミ ナ 、 モ レ キ ュ ラ ー シ ー ブ 、 イ オ ン
交 換 樹 脂 、 他 の 機 能 的 な 樹 脂 と 高 分 子 、 珪 藻 土 、 シ リ カ ゲ ル お よ び 粘 土 が 含 ま れ る 。 収 着
剤 材 料 は 、 選 択 吸 着 ま た は 吸 着 反 応 を 可 能 に す る コ ー テ ィ ン グ 、 添 加 物 、 含 浸 剤 ま た は 他
の 処 理 が 施 さ れ る で あ ろ う 。 含 浸 剤 に は 水 か 有 機 溶 液 が 使 用 さ れ る こ と で 飽 和 さ れ た 無 機
材 料 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ つ 以 上 の 収 着 剤 材 料 114が フ ィ ル タ 組 立 体 で 使 用 さ れ る で あ ろ う 。 例 え ば 活 性 炭 の 材
料 は 炭 化 水 素 、 酸 性 ガ ス (SO2な ど の )お よ び ベ ー ス ガ ス (ア ン モ ニ ア な ど の )を 吸 着 す る の
に 使 用 さ れ 、 あ る い は シ リ カ ゲ ル か 他 の 乾 燥 材 料 が 陰 極 32か ら シ ス テ ム 10の 外 部 ま で 使 用
さ れ 、 接 触 反 応 の 副 産 物 で あ る 水 の 通 過 を 禁 止 す る で あ ろ う 。 こ の 水 の 吸 着 材 要 素 は 水 を
吸 着 す る か 、 ま た は シ ス テ ム 10か ら の 外 部 に 水 が 退 出 (し ず く 、 漏 出 な ど に よ る )し な い よ
う に す る 。 水 の 吸 着 材 要 素 の 適 当 な 材 料 は シ リ カ ゲ ル が 挙 げ ら れ る 。 い く つ か の 実 施 形 態
で は 、 水 の 吸 着 を 行 う よ り も 、 陰 極 32に お い て 燃 料 電 池 30か ら 水 を 調 節 下 で 放 出 す る こ と
で 指 定 さ れ た レ ベ ル に 相 対 湿 度 を 維 持 す る ほ う が む し ろ 必 要 と な る か も し れ な い 。 陰 極 32
に お け る 必 要 な レ ベ ル の 相 対 湿 度 は 、 通 常 少 な く と も 50%で あ り 、 60～ 100%の 範 囲 と な る
。 い く つ か の 構 造 で は 、 炭 素 材 料 を 設 け る こ と で 特 に 水 の 調 節 特 性 が 提 供 さ れ る 結 果 、 乾
燥 剤 ま た は 他 の 材 料 を 十 分 な 水 の 調 節 た め に 設 け る 必 要 が な く な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 収 着 剤 材 料 114を 提 供 す る た め に は 様 々 な 方 法 を 使 用 す る こ と が で き る 。 一 つ の 方 法 に
よ れ ば 、 収 着 剤 材 料 114を 膜 112な ど の 基 材 の 上 に 離 散 的 な パ タ ー ン で 配 置 す る こ と が で き
る 。 収 着 剤 材 料 114は 、 ス テ ン シ ル 塗 り タ イ プ の 工 程 で 堆 積 す る 吸 着 ス ラ リ ー と し て 形 成
で き る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 5,869, 009号 (Bellefeuille他 )に よ れ ば 、 収 着 剤 の 材 料 を 堆
積 さ せ る 工 程 が 教 示 さ れ る の で 、 こ こ に 参 照 の た め に 記 載 す る 。 別 の 方 法 に よ れ ば 、 収 着
剤 材 料 114の 離 散 的 な 断 片 を 形 成 す る よ う に 吸 着 材 ま た は 吸 収 性 材 料 の シ ー ト の 形 状 を 変
え る (す な わ ち 、 型 抜 き 加 工 で )こ と が で き る 。 続 い て 、 こ れ ら の 離 散 的 な 断 片 は 膜 112ま
た は 他 の 多 孔 性 の キ ャ リ ア の 材 料 に 適 用 さ れ る 。 収 着 剤 材 料 114お よ び フ ィ ル タ 組 立 体 100
、 100'の た め の 他 の 製 造 方 法 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ 、 図 ６ Aお よ び 図 ６ Bに 図 示 し た フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'は 薄 い 形 状 を 備 え て お り
、 す な わ ち 膜 112、 吸 着 材 材 料 114お よ び い か な る 他 の 層 も 多 く の 厚 み を 占 有 し な い 。 図 ５
、 図 ６ Aお よ び 図 ６ Bに 図 示 さ れ る 構 成 に よ れ ば 通 常 約 0.25～ 3mm、 通 常 約 0.75mmの 厚 み を
備 え る 。 さ ら に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'は 膜 112と 吸 着 材 114と に よ り 形 成 さ れ る 一 般
に 柔 ら か く 適 合 で き る 構 造 を 有 し て お り 、 接 着 構 造 120、 120'に よ り 幾 分 か の 剛 性 が 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ 、 図 ８ に お い て  フ ィ ル タ 組 立 体 100の 第 ２ の 実 施 形 態 が フ ィ ル タ 組 立 体 150と し て
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図 示 さ れ て い る 。 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 150は 、 環 境 と 燃 料 電 池 陽 極 32と の 間 で 選 択 的 な
透 過 形 バ リ ア を 形 成 す る こ と で 、 そ れ を 通 し て ガ ス (酸 素 な ど の )の 通 過 を 許 容 す る が 、 VO
Cs、 酸 性 ガ ス 、 ベ ー ス ガ ス お よ び 微 粒 子 汚 染 物 質 の 通 過 を 許 容 し な い よ う に 構 成 さ れ る 。
ま た 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 150は 陰 極 32か ら 離 れ る 水 の 動 き を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 150は 、 外 部 の ハ ウ ジ ン グ 155を 有 し 、 こ れ に よ り 組 立 体 150の 総 合 的 な
物 理 的 な 機 械 構 造 が 提 供 さ れ る 。 通 常 、 ハ ウ ジ ン グ 155は プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る 。 ハ ウ ジ
ン グ 150の 中 に は 膜 162と 吸 着 材 材 料 164が 保 持 さ れ る 。 膜 162は ハ ウ ジ ン グ 155の 上 に 一 般
的 に 配 置 さ れ る こ と に な る が 、 膜 162の 保 護 の た め に 凹 状 に 設 け ら れ る 場 合 も あ る 。 吸 着
材 164は 、 ハ ウ ジ ン グ 155の ポ ケ ッ ト 156の 中 に 保 持 さ れ る 。 組 立 体 150は 、 燃 料 電 池 30の 上
の 適 切 な 位 置 に 固 定 す る た め の 接 着 性 の 構 造 170を 含 む 。 図 示 さ れ た 実 施 形 態 で は 、 接 着
性 の 構 造 は 、 キ ャ リ ア 171を サ ン ド イ ッ チ に す る 接 着 性 の 層 172A、 172Bを 備 え た は 多 重 積
層 構 成 で あ る 。 適 当 な キ ャ リ ア 171は ポ リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト （ PET） で あ る 。 さ ら
に 、 構 造 170は そ れ を 通 し て 空 気 ま た は 他 の ガ ス の 流 れ を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 接 着 性 の 構 造 170と と も に ハ ウ ジ ン グ 155は 空 気 流 路 165の 広 が り を フ ィ ル タ 組 立 体 150の
外 部 か ら 吸 着 材 164ま で 形 成 し て い る 。 流 路 165は 流 路 壁 の 一 部 が 接 着 性 の 構 造 170に よ っ
て 形 成 さ れ て い る 状 態 で 、 ハ ウ ジ ン グ 155の 中 に 成 形 さ れ る ね じ れ た 流 路 と な っ て い る 。
接 着 性 の 構 造 170に お い て 、 開 口 が 流 路 165の 第 １ の 端 部 165Aに 形 成 さ れ る 。 流 路 165の 第
２ の 端 部 165Bは 吸 着 材 164に 近 く 近 接 さ れ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 100で 述 べ た よ う に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 150は 陰 極 32と 外 部 の 大 気 の 間 の 通
過 を 提 供 す る 開 口 ま た は 通 気 口 を 形 成 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 望 ま し く は 、 す べ て の 空 気
か 他 の 酸 化 剤 源 が 陰 極 32に 達 す る よ う に 開 口 ま た は 通 気 口 を 通 り 抜 け る よ う に 構 成 さ れ る
と 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 150は 、 陰 極 に 向 か っ て 空 気 や 酸 素 源 ま た は 他 の 望 ま し い ガ ス の 分 子 の
通 過 を 許 容 す る が 、 微 粒 子 と 燃 料 電 池 性 能 に 影 響 す る で あ ろ う ガ ス の 化 学 汚 染 物 質 の 通 過
は 禁 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 膜 162は そ れ を 通 し て ガ ス の 分 子 の 通 過 を 許 容 す る が 、 微 粒 子 汚 染 物 質 の 通 過 を 禁 止 す
る 。 膜 162の た め の 適 当 な 材 料 は 、 繊 維 状 織 物 状 材 料 、 非 織 物 状 材 料 、 紙 、 電 池 ロ ー ス 材
料 ま た は ガ ラ ス 物 質 が 含 ま れ る 。 膜 162は 、 疎 水 性 、 親 水 性 、 疎 油 性 の 材 料 で あ る が 、 こ
れ ら の 特 性 の ど れ か を 必 ず し も 備 え る 必 要 は な い 。 し か し な が ら 好 ま し い 膜 162は 、 広 げ
ら れ た 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 (PTFE)な ど の よ う に 疎 水 性 で あ る と 良 い 。 膜 162の た め の 他
の 適 当 な 材 料 は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン (PVDF)と ポ リ プ ロ ピ レ ン (PP)と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 150は 重 合 の 開 い た ス ク リ ー ン 、 織 物 状 材 料 ま た は 非 織 物 状 材 料 の 層 な
ど の よ う な 追 加 層 の 材 料 を 含 む で あ ろ う 。 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 150の 層 は 、 吸 着 材 164を
含 む 十 分 に 目 の 細 か い 織 物 ま た は 非 織 物 状 材 料 で あ っ て 、 ガ ス (酸 素 な ど の )の 通 過 を 許 容
す る タ イ プ で あ る と 良 い 。 層 は 材 料 の 必 要 な 特 性 に 依 存 し て 、 単 一 か 多 重 層 と し て 形 成 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 吸 着 材 164は 、 酸 素 と 窒 素 な ど の ガ ス の 通 過 を 許 容 す る が 、 炭 化 水 素 (VOCs)、 酸 性 ガ ス (
例 え ば S02, H2S, C12, NOx)お よ び ベ ー ス ガ ス (例 え ば ア ン モ ニ ア )を 吸 着 す る 。 吸 着 材 164
は 永 久 に 汚 染 物 質 を 保 有 す る か ま た は 時 間 が た つ に つ れ て 汚 染 物 質 を 放 出 す る で あ ろ う 。
ま た 、 吸 着 材 164は 陰 極 32に 近 づ き ま た 離 れ る 水 の 蒸 気 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 吸 着 材 164の た め の 適 当 な 材 料 は 、 活 性 炭 、 活 性 ア ル ミ ナ 、 モ レ キ ュ ラ ー シ ー ブ 、 イ オ
ン 交 換 樹 脂 、 他 の 機 能 的 な 樹 脂 と 高 分 子 、 珪 藻 土 、 シ リ カ ゲ ル ま た は 粘 土 が 含 ま れ る 。 吸
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着 材 の 材 料 は 、 選 択 吸 着 か 反 応 を 行 え る よ う に コ ー テ ィ ン グ 、 添 加 物 、 含 浸 剤 ま た は 他 の
処 理 が 施 さ れ る で あ ろ う 。 含 浸 剤 に は 水 か 有 機 溶 液 を 使 用 し て 飽 和 さ れ た 無 機 材 料 が 含 ま
れ る 。 一 つ 以 上 の 材 料 が 吸 着 材 164で 使 用 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 吸 着 材 材 料 164を 提 供 す る た め に 様 々 な 方 法 を 使 用 す る こ と が で き る 。 一 つ の 方 法 に よ
れ ば 、 吸 着 材 粒 子 の 一 固 ま り が 材 料 の 固 ま り を 形 成 す る よ う に 成 形 さ れ る 。 粒 子 は 重 合 バ
イ ン ダ ー ま た は 他 の 方 法 に よ っ て 一 緒 に 保 持 さ れ る で あ ろ う 。 成 型 さ れ た 吸 着 材 の 材 料 の
様 々 な 構 造 お よ び 製 造 方 法 は 、 米 国 特 許 第 6,146,446号 (Tuma他 )と 第 6,168,651(Tuma他 )と
第 6,491, 741(Tuma他 )で 開 示 さ れ て い る の で 、 こ こ に 参 照 と し て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 流 路 165は 、 ま た そ れ を 通 し て ガ ス の 通 過 を 許 容 す る が ガ ス の 拡 散 を 制 限 す る こ と に よ
り 、 流 路 165は 陰 極 32へ の 酸 素 な ど の ガ ス の 拡 散 レ ー ト を バ ッ フ ァ リ ン グ 機 能 を 果 た す 。
同 様 に 流 路 165は 、 そ れ を 通 し て 蒸 発 し て い る 水 の 通 過 を 許 容 す る が 水 蒸 気 の 拡 散 を 制 限
す る 。 こ の よ う な 方 法 に よ り 、 流 路 165は 陰 極 32か ら 離 れ て い る 水 の 拡 散 レ ー ト を バ ッ フ
ァ リ ン グ す る 機 能 を 果 た す の で 、 陰 極 32に お け る 必 要 な 相 対 湿 度 が 維 持 さ れ る 。 陰 極 32に
対 す る 酸 素 の 拡 散 レ ー ト と 陰 極 32か ら 離 れ る 水 の 総 合 的 な レ ー ト に 影 響 す る よ う に 流 路 16
5(長 さ 、 断 面 積 、 幾 何 学 形 状 な ど )の 総 合 的 な サ イ ズ を 調 整 す る こ と が で き る 。 米 国 特 許
第 4,863, 499号 (Osendorf)、 第  5,997,614号 (Tuma他 )と 第 6,491,741号 (Tuma他 )で あ っ て
、 参 考 の た め に 記 載 し た 各 公 報 に は 、 様 々 な 形 式 の フ ィ ル タ 組 立 体 150に 組 込 む の に 適 当
な 種 々 の ね じ れ た 流 路 が 記 述 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ９ に 、 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100の 第 ３ の 実 施 形 態 が フ ィ ル タ 組 立 体 180と し て 図 示 さ
れ て い る 。 フ ィ ル タ 組 立 体 180は 、 環 境 と 燃 料 電 池 陽 極 32と の 間 で 選 択 的 な 透 過 形 バ リ ア
を 形 成 す る こ と で 、 そ れ を 通 し て ガ ス (酸 素 な ど の )の 通 過 を 許 容 す る が 、 VOCs、 酸 性 ガ ス
、 ベ ー ス ガ ス お よ び 微 粒 子 汚 染 物 質 の 通 過 を 許 容 し な い よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 フ ィ ル
タ 組 立 体 180は 陰 極 32か ら 離 れ る 水 の 動 き を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 180は 、 電 池 に 入 れ る 静 電 気 か 膜 の 濾 過 媒 体 196と 保 護 的 な 粗 め の 織 物 19
2の 二 つ の 層 の 間 に 設 け ら れ る 吸 着 材 要 素 194を 有 す る 。 特 に 吸 着 材 要 素 194は 濾 過 媒 体 196
a、 196bで カ バ ー さ れ て お り 、 続 い て 保 護 的 な 粗 め の 織 物 192a、 192bで 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 100と フ ィ ル タ 組 立 体 150と 同 様 に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 180は 陰 極 32と 大 気
の 間 で シ ス テ ム 10の 通 気 を 可 能 に す る 通 気 口 か 開 口 の 上 に 配 置 さ れ る 。 望 ま し く は 、 す べ
て の 空 気 か 他 の 酸 化 剤 が 陰 極 32に 達 す る よ う に こ の 通 気 口 か 開 口 を 通 り 抜 け る と 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 保 護 的 な 粗 め の 織 物 192は 、 そ れ を 通 し て ガ ス の 分 子 が 通 過 す る こ と を 許 容 す る
が 微 粒 子 汚 染 物 質 の 通 過 は 禁 止 す る 。 一 般 に 粗 め の 織 物 192を 通 る 圧 力 降 下 は 最 小 限 に な
る 。 保 護 的 な 粗 め の 織 物 192の 適 当 な 材 料 は 、 繊 維 状 織 物 状 材 料 、 非 織 物 状 材 料 、 紙 か セ
ル ロ ー ス 系 材 料 ま た は ガ ラ ス 物 質 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 粗 め の 織 物 19
2に は 疎 水 性 、 親 水 性 、 疎 油 性 の 特 性 を 備 え る と 良 い が 、 必 ず し も こ れ ら の 特 性 を 備 え る
必 要 は な い 。 好 ま し い 保 護 的 な 粗 め の 織 物 192は 、 織 ら れ た ポ リ エ ス テ ル 織 物 で あ っ て 、
ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー か ら 名 称 「 EN0701457」 と し て 入 手 可 能 な 織 物 が あ る 。 ま た 、
他 の 粗 め の 織 物 192は 、 ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー か ら 名 称 「 EN0701232」 と し て 入 手 可 能
な 織 物 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 静 電 気 の 媒 体 ま た は 膜 196に よ り 吸 着 材 194が 保 持 さ れ そ れ を 通 し て ガ ス の 分 子 の 通 過 を
許 容 す る が 微 粒 子 汚 染 物 質 の 通 過 を 禁 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 媒 体 か 膜 196の 適 当 な 材
料 と し て は 、 繊 維 状 織 物 状 材 料 、 非 織 物 状 材 料 、 紙 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 ま た は ガ ラ ス 物 質
が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら 以 外 に も 使 用 可 能 で あ る 。 層 196を 形 成 す る た め に 多 重 層 か 材 料
が 積 層 さ れ る か ま た は 別 の 方 法 が 採 用 さ れ る で あ ろ う 。 好 ま し い 媒 体 ま た は 膜 196は 、 ア
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ク リ ル /ポ リ プ ロ ピ レ ン ・ ブ レ ン ド で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 吸 着 材 194は 、 吸 着 材 114と 吸 着 材 164と 同 様 で あ る が 、 炭 化 水 素 (VOCs)、 酸 性 ガ ス お よ
び ベ ー ス ガ ス を 吸 着 す る が 、 酸 素 と 窒 素 な ど の ガ ス の 通 過 を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 180が 、 駆 動 さ れ る か 加 圧 さ れ た 酸 化 剤 流 動 (例 え ば ポ ン プ で 送 ら れ た 空
気 )を 利 用 す る 燃 料 電 池 組 立 体 に よ り 適 し て い る 。 な ぜ な ら ば こ の 種 の 組 立 体 は 酸 素 を 陰
極 に 供 給 す る た め に 拡 散 に 依 存 し な い か ら で あ る 。 こ の 組 立 体 180に 関 す る 詳 細 に つ い て
は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 5,997,618号 お よ び 第 6,077,335号 (Isogawa他 )に 見 る こ と が で き る
の で 、 参 照 の た め に こ こ に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ 、 図 ６ A、 図 ６ B、 図 ７ 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 し て 述 べ た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 10
0の 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ 組 立 体 は 単 一 の 単 体 で あ っ た 。 こ こ で 、 フ ィ ル タ 組 立 体 が 多
重 単 位 で 構 成 可 能 で あ る こ と が 分 か る 。 例 え ば 、 そ れ を 通 し て ガ ス 拡 散 を 供 給 す る が そ れ
を 通 し て 微 粒 子 を 禁 止 す る 第 １ の ユ ニ ッ ト が 通 気 口 の 上 に 配 置 さ れ る で あ ろ う 。 第 ２ の ユ
ニ ッ ト は 、 例 え ば 化 学 汚 染 物 質 を 吸 着 し て 湿 度 を 規 制 す る た め に 吸 着 材 の 材 料 を 有 し て お
り 、 通 気 口 か ら 遠 く 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ る で あ ろ う 。 空 気 入 口 と な る 通 気 口 か ら 離 れ た
状 態 で 配 置 さ れ る 吸 着 材 部 分 の 事 例 は 、 米 国 特 許 第 5,876,487号 (Dahlgren他 )、 第 6,143,0
58号 (Dahlgren他 )、 第 6,214,095号 （ Logan他 ） に 開 示 さ れ て い る の で こ こ に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　
　 再 び 図 １ を 参 照 し て 、 燃 料 電 池 30の 陽 極 側 の 面 に お い て 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200が 含
ま れ る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 そ れ を 通 し て 酸 素 、 窒 素 、 二 酸 化 炭 素 な ど の よ う
に ガ ス の 分 子 の 通 過 を 許 容 す る が 、 そ れ を 通 し て メ タ ノ ー ル な ど の 液 体 を 許 容 し な い よ う
に 組 み 立 て ら れ 配 置 さ れ る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 一 般 的 に 、 燃 料 電 池 30か ら 燃 料
、 水 な ど が 通 過 す る こ と は 許 容 し な い が 大 気 中 の 材 料 と 燃 料 電 池 反 応 副 産 物 の 通 過 を 許 容
す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ は 燃 料 電 池 の 一 部 の 拡 大 図 を 図 示 し て お り 、 特 に 容 器 内 の メ タ ノ ー ル 源 50に つ い て
第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200と と も に 図 示 さ れ て い る 。 容 器 50は 、 液 体 メ タ ノ ー ル を 貯 蔵 し
て 陽 極 34に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ 、 任 意 に 陽 極 34は 容 器 50の 内 部 容 積 部 を 形 成 す る た め
の 壁 を 形 成 す る 場 合 も あ る 。 容 器 50は 、 内 部 の 表 面 51と 外 部 の 表 面 53を 有 し て お り 、 液 体
メ タ ノ ー ル 44、 ガ ス 状 の 二 酸 化 炭 素 46お よ び 他 の ガ ス の 材 料 の 容 積 部 を 形 成 す る 。 二 酸 化
炭 素 46は 、 陽 極 34で の 反 応 の 副 産 物 で あ る 。 容 器 50に は 、 少 な く と も 開 口 部 55が 形 成 さ れ
て お り 、 通 気 口 を 容 器 50の 内 部 の 容 積 部 と シ ス テ ム 10の 外 部 と の 間 に 形 成 す る 。 図 ４ に 図
示 し た 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 容 器 50は ３ つ の 開 口 部 55を 含 む 。 容 器 50中 の メ タ ノ ー ル を 使
用 す る た め に 、 容 器 50は メ タ ノ ー ル の 補 充 の た め の 通 気 口 を 含 む 場 合 も あ る 。 ま た 、 陰 極
34と の 関 係 に お い て 、 容 器 50は 取 り 外 し 可 能 ま た は 取 替 え 可 能 に 構 成 す る こ と が で き る 結
果 、 使 用 済 の 容 器 50が 新 し い 完 全 な 容 器 50と 取 り 替 え 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 容 器 50の 開 口 部 55を 横 切 る よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200に よ り 、 選 択 的
な 透 過 形 バ リ ア が メ タ ノ ー ル 44と シ ス テ ム 10の 外 部 と の 間 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ の フ ィ ル タ
組 立 体 200は 、 望 ま し く は 酸 素 、 窒 素 、 ア ル ゴ ン お よ び 二 酸 化 炭 素 な ど の ガ ス の 分 子 の 通
過 を 許 容 す る と 良 い 。 ま た 、 蟻 酸 と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド な ど の よ う な 陽 極 34で の 反 応 副 産 物
は 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100に 浸 み わ た る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 容 器 50の 内 部 の
表 面 51ま た は 外 部 の 表 面 53の い ず れ か に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200の 好 ま し い 構 成 と し て は 、 一 般 的 に 疎 水 性 又 は 疎 油 性 あ る い
は 双 方 の 特 性 の 材 料 か ら 作 ら れ た ラ ベ ル フ ィ ル タ と 呼 ば れ る 精 密 濾 過 膜 で あ る 。 疎 水 性 又
は 疎 油 性 あ る い は 双 方 の 特 性 を 有 す る 材 料 は 、 そ れ を 通 し て ガ ス の 分 子 の 通 過 を 許 容 す る
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が 、 そ れ を 通 し て の 液 体 メ タ ノ ー ル な ど の 液 体 の 通 過 を 許 容 し な い 特 性 を 有 す る 。 こ れ ら
の 適 当 な 材 料 は 、 広 げ ら れ た 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 (PTFE)か 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ フ ッ
化 ビ ニ リ デ ン (PVDF)か ね じ れ て い る 毛 穴 を 有 す る 材 料 が 挙 げ ら れ る 。 材 料 に 疎 水 性 又 は 疎
油 性 特 性 を 増 加 さ せ る た め に 、 後 処 理 か 他 の コ ー テ ィ ン グ を 施 す 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 PTFEは 、 ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 名 称 「 Tetratex」 と し て 入 手 可 能 で あ
り 、 ま た W.L.Goa & Assoc社 か ら 名 称 「 Gore Tex」 と し て 商 業 的 に 利 用 可 能 で あ る 。 PTFE
は 、 種 々 の 厚 さ お よ び 寸 法 で 利 用 可 能 で あ る 。 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 の た め の 疎 水 性 又 は
疎 油 性 あ る い は 双 方 の 特 性 の 材 料 の 好 ま し い 厚 み は 約 12～ 260ミ ク ロ ン で あ る 。 こ の よ う
な 厚 み 材 料 に お い て は 、 0.1～ 2ミ ク ロ ン の 孔 が 適 し て お り 、 さ ら に 孔 は 0.05ミ ク ロ ン お よ
び 0.01ミ ク ロ ン の 孔 が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 適 当 な 広 げ ら れ た PTFE膜 に 関 す る 特 定 な 事 例 と し て は 、 0.1ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設
し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の 「 MD 5834」 、 0.2ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の
「 MD 5897」 、 0.7ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の 「 EN 0701417」 、 1ミ
ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の 「 EN 0701552」 、 0.35～ 0.4ミ ク ロ ン の 無
数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 200ミ ク ロ ン の 「 EN 0701405」 、 0.35ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し
た 厚 さ 250ミ ク ロ ン の 「 EN 0701341」 が あ る が 、 こ れ ら は ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ
ン ク か ら 入 手 お よ び 使 用 可 能 で あ る 。 適 当 な ポ リ プ ロ ピ レ ン 膜 の 一 例 は 、 0.1ミ ク ロ ン の
無 数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の 「 EN 0701516」 が あ る 。 適 当 な PVDF膜 は 、 0.1ミ ク
ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し た 厚 さ 87ミ ク ロ ン の 「 MD 5915」 が あ る 。 「 EN 0701341」 と 「 EN 
0701516」 に つ い て は 、 疎 油 性 処 理 を 施 す こ と で メ タ ノ ー ル を 弾 く 特 性 を 増 加 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 望 ま し く は 、 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 容 器 50(図 ４ を 参 照 の こ と )の 全 体 の 開 口 部 55
を 覆 う た め の 一 体 的 な シ ー ル を 提 供 す る よ う に 、 容 器 の 内 部 の 表 面 51ま た は 外 部 の 表 面 53
に ま で 延 設 さ れ る と 良 い 。 望 ま し く は 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 開 口 部 55の 先 か ら 約 1
～ 10mm分 延 設 さ れ る と 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 一 般 に 接 着 剤 を 用 い て 容 器 50の 内 部 の 表 面 51ま た は 外 部
の 表 面 53に 固 定 さ れ る 。 内 部 の 表 面 51に 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200が 固 定 さ れ る 場 合 に は
、 液 体 メ タ ノ ー ル に 接 触 す る の で 、 接 着 剤 は 組 立 体 の 寿 命 の 間 は メ タ ノ ー ル に 対 す る 抵 抗
力 を 備 え 、 悪 化 せ ず 、 か つ 溶 解 し て は な ら な い 。 フ ィ ル タ を 容 器 50の 上 の 適 切 な 位 置 に 接
着 す る 前 に 、 リ リ ー ス ラ イ ナ ー か 他 の 剥 離 層 を フ ィ ル タ 組 立 体 200に 敷 設 し て お き 、 接 着
の 直 前 に こ れ ら の リ リ ー ス ラ イ ナ ー を 剥 が す よ う に 構 成 で き る 。 ま た 、 容 器 50に 第 ２ の フ
ィ ル タ 組 立 体 200を 固 定 す る た め の 、 他 の メ カ ニ ズ ム を 使 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 熱
ボ ン デ ィ ン グ (例 え ば 超 音 波 ボ ン デ ィ ン グ ま た は 熱 )ま た は 機 械 的 手 段 に よ っ て フ ィ ル タ 組
立 体 200を 固 定 す る こ と が で き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 吸 収 剤 ま た は 吸 着 材 の 材 料 を 含 む で あ ろ う 。 こ の よ う な
収 着 剤 の 材 料 は 、 フ ィ ル タ 組 立 体 200が 大 気 中 を 通 り 抜 け る た め で は な く 、 む し ろ 材 料 で
吸 着 す る よ う に 設 け ら れ る 。 例 え ば 、 陽 極 34で の 反 応 に よ る 蟻 酸 と ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 副
産 物 は 収 着 剤 の 材 料 に よ っ て 吸 着 さ れ る だ ろ う 。 す べ て の 収 着 剤 の 材 料 は 永 久 に 汚 染 物 質
を 保 持 す る か 、 ま た は 時 間 経 過 と と も に 汚 染 物 質 を 放 出 す る で あ ろ う 。 収 着 剤 の 材 料 は 、
コ ー テ ィ ン グ 、 添 加 物 、 含 浸 剤 の た め の 後 処 理 が な さ れ て 、 汚 染 物 質 と 反 応 し た 後 に そ れ
ら と 中 和 す る よ う に 準 備 さ れ る 。 適 当 な 収 着 剤 の 材 料 と し て は 、 活 性 炭 、 活 性 ア ル ミ ナ 、
モ レ キ ュ ラ ー シ ー ブ 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 、 他 の 機 能 的 な 樹 脂 、 高 分 子 、 珪 藻 土 、 珪 石 ま た は
粘 土 が 含 ま れ る 。 全 て の 収 着 剤 の 材 料 は 、 望 ま し く は ケ ー ス に 入 れ ら れ る か ま た は 疎 水 性
の 材 料 な ど に よ り 別 の 方 法 で 囲 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'、 150は 円 形 ま た は 筒 状 の も の と し て 図 示 さ れ て い る が 、 第 １
の フ ィ ル タ 組 立 体 と 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 長 方 形 、 八 辺 形 、 星 形 、 楕 円 形 お よ び 同 様
の 全 体 形 状 を 有 す る か 、 こ れ ら の 適 当 な 幾 何 学 上 の 輪 郭 を 組 み 合 わ せ た 形 状 を 有 し て も 良
い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 フ ィ ル タ 組 立 体 100、 100'、 150は 単 一 の 通 気 口 115、 165を 備 え る も の と し て 図
示 さ れ て い る が 、  第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 ま た は 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 は 多 重 通 気 口 ま た
は 複 数 の 通 気 口 を 備 え る こ と も 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 フ ィ ル タ 組 立 体 の 様 々 な 特 定 な 実 施 例 を 以 下 に 列 記 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　
　 実 施 例 １ .　 実 施 形 態 と 同 様 の 図 ５ 、 図 ６ Aで 図 示 し た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 100が 提 供
さ れ る 。 ベ ー ス 材 料 に PTFEと ポ リ エ チ レ ン と を 飽 和 さ せ た 活 性 炭 材 料 114が シ ー ト 材 料 と
し て 準 備 さ れ 、 こ れ を 直 径 8.5mmの 円 形 に プ レ ス 加 工 す る 。  吸 着 材 114は 広 げ ら れ た PTFE 
112の 層 で 覆 わ れ 、 約 200ミ ク ロ ン の 厚 み を 有 し 、 約 0.35ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し て い
る 。 こ の よ う な PTFEの 材 料 は 、 ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 、 　 イ ン ク か ら 名 称 「 EN070140
5」 と し て 入 手 お よ び 利 用 可 能 で あ る 。 層 に さ れ た 構 成 は 11.9mmの 直 径 の 円 形 に プ レ ス 加
工 さ れ る 。 感 圧 接 着 剤 が PTFEの 反 対 側 に 設 け ら れ 、 6.4mmの 内 側 の 直 径 を 持 っ て い る 輪 状
の 接 着 性 の 領 域 を 提 供 さ れ る 。 フ ィ ル タ 組 立 体 の 総 合 的 な 厚 み は 約 0.75mmで あ っ た 。 無 シ
リ コ ン の リ リ ー ス ラ イ ナ ー が 感 圧 接 着 剤 の 上 に 設 け ら れ た 。 こ こ に 記 載 し た 工 程 の 順 序 は
、 他 に も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う に し て 製 造 さ れ た フ ィ ル タ 組 立 体 100が 名 称 「 Adsorbent Breatherフ ィ ル タ ー
」 と し て ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 商 業 的 に 利 用 可 能 で あ る 。 あ る い は 、 「
ABF」 、 「 ABFフ ィ ル タ 」 と し て 直 径 の 10～ 100mmの も の が ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ
ン ク か ら 利 用 可 能 で あ る 。 こ れ ら 以 外 に も 、 様 々 な 幾 何 学 形 状 品 も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 実 施 例 ２ ． 実 施 形 態 と 同 様 の 図 ７ 、 図 ８ に 図 示 し た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 150が 提 供 さ
れ る 。 活 性 炭 は 、 吸 着 材 質 量 164を 提 供 す る た め に タ ブ レ ッ ト に 成 型 さ れ る 。 開 口 面 に 対
向 し て 成 型 さ れ る 拡 散 流 路 165を 有 す る ５ 面 の 直 角 の プ ラ ス チ ッ ク の ハ ウ ジ ン グ 155の 中 に
タ ブ レ ッ ト が 配 置 さ れ た 。 約 25ミ ク ロ ン の 厚 み を 有 し 、 約 1.5ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設
し た １ 片 の PTFE膜 162が タ ブ レ ッ ト 上 に 置 か れ た 。 感 圧 接 着 剤 が 拡 散 流 路 165を 形 成 し た 側
の ハ ウ ジ ン グ の 側 面 に 付 着 さ れ る こ と で 、 流 路 の 端 部 165Aを 塞 が な い 状 態 に さ れ た 。 こ こ
に 記 載 し た 工 程 の 順 序 は 、 他 に も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う な フ ィ ル タ 組 立 体 150は 、 名 称 「 Adsorbent Breather組 立 体 」 と し て ド ナ ル ド
ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 商 業 的 に 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 「 ABA」 、 「 ABAフ ィ ル タ
」 で あ っ て 、 4～ 50mm(幅 、 長 さ お よ び 高 さ )の 寸 法 の も の が ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　
イ ン ク か ら 利 用 可 能 で あ る 。 円 筒 の 「 ABA」 で あ っ て フ ィ ル タ 直 径 が 4～ 50mm、 4～ 15mm(高
さ )の 寸 法 の も の も 利 用 可 能 で あ る 。 様 々 な 幾 何 学 形 状 品 も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 実 施 例 ３ ． 実 施 形 態 と 同 様 の 図 ９ に 図 示 し た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 180が 提 供 さ れ る 。
連 続 し た ビ ー ド 状 活 性 炭 は 、 吸 着 材 質 量 194を 得 る た め に プ レ ス 加 工 さ れ る 。 吸 着 材 質 量 1
94は 、 表 裏 そ れ ぞ れ の 側 が ア ク リ ル /ポ リ プ ロ ピ レ ン 多 重 積 層 の 静 電 気 の 濾 過 媒 体 196で カ
バ ー さ れ る 。 織 ら れ た ポ リ エ ス テ ル 粗 め の 織 物 192の 厚 さ が 約 127ミ ク ロ ン の 層 が 、 濾 過 媒
体 層 の 表 裏 そ れ ぞ れ の 側 の 上 に 置 か れ た 。 濾 過 媒 体 層 と 粗 め の 織 物 の 縁 は 超 音 波 溶 接 に よ
っ て 封 鎖 さ れ 、 吸 着 材 質 量 194の 周 り の 周 囲 に シ ー ル が 形 成 さ れ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う な フ ィ ル タ 組 立 体 180は 、 名 称 「 Adsorbent Recirculationフ ィ ル タ 」 と し て 、
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ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 商 業 的 に 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 「 ARF」 、 「 ARF
フ ィ ル タ 」 と し て 、 4～ 100mm(幅 と 長 さ )の 寸 法 で あ り 、 約 2～ 20mmの 総 合 的 な 厚 み 、 約 1～
5mmの シ ー ル の 外 側 の 周 囲 厚 み を 有 す る も の が ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 利
用 可 能 で あ る 。 様 々 な 幾 何 学 形 状 品 も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 実 施 例 ４ 　 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200の 特 定 の 構 成 が 提 供 さ れ る 。 約 200ミ ク ロ ン の 厚 み
を 有 し 、 約 0.35ミ ク ロ ン の 無 数 の 孔 を 穿 設 し た 、 広 げ ら れ た PTFE膜 112を 、 4.4mmの 直 径 を
有 す る 円 形 に プ レ ス 加 工 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う な PTFEの 材 料 は 、 ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 、 イ ン ク ら 名 称 「 EN0701405」 と
し て 利 用 可 能 で あ る 。 感 圧 接 着 剤 は 、 1.5mmの 内 側 の 直 径 を 有 す る 輪 状 の 接 着 性 の 領 域 を
提 供 す る た め に 円 の 周 辺 に 付 着 さ れ る 。 こ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 総 合 的 な 厚 み は 約 0.75mmと
な っ た 。 こ こ に 記 載 し た 工 程 の 順 序 は 、 他 に も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の よ う な フ ィ ル タ 組 立 体 200は 、 名 称 「 Standard Breatherフ ィ ル タ ー 」 と し て ド ナ ル
ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 商 業 的 に 利 用 可 能 で あ る 。 「 SBF」 、 「 SBFフ ィ ル タ 」 は
直 径 の 4～ 100mmの も の で あ り ド ナ ル ド ソ ン 　 カ ン パ ニ ー 　 イ ン ク か ら 利 用 可 能 で あ る 。 様
々 な 幾 何 学 形 状 品 も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 実 施 例 ５ 　 吸 着 材 の 材 料 を 含 む 適 当 な 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 200の 特 定 の 事 例 は 、 実 施
例 １ で 記 述 さ れ た ABFフ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 の 記 述 と 事 例 に よ れ ば 、 燃 料 電 池 用 の フ ィ ル タ 組 立 体 の 広 い 範 囲 の 特 定 の 事 例 が 提
供 さ れ た 。 上 述 の 内 容 で は 本 発 明 の 多 数 の 特 性 と 本 発 明 の 利 点 を 記 載 し た が 、 し か し な が
ら 、 本 発 明 の 構 造 の 細 部 の 構 成 お よ び 機 能 は ほ ん の 一 例 に す ぎ ず 、 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ
る 用 語 の 広 い 一 般 的 な 意 味 合 い か ら 部 品 、 機 構 お よ び 動 作 原 理 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と が
理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 図 １ 】 は 、 液 体 メ タ ノ ー ル 燃 料 を 含 む メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 の シ ス テ ム に 関 す る 概 要 図 で
あ っ て 、 燃 料 電 池 の 陰 極 側 に 設 け ら れ る 本 発 明 の 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 と 、 燃 料 電 池 の 陽
極 側 に 設 け ら れ 本 発 明 に 従 っ た 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 を 含 む 。
【 図 ２ 】 は 、 携 帯 電 話 機 の 模 式 図 で あ っ て 、 図 １ の シ ス テ ム に 適 し た 事 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 は 、 個 人 的 な コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 装 置 の 模 式 図 で あ っ て 、 図 １ の シ ス テ ム に 適 し
た 別 の 特 定 の 事 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 は 、 陽 極 、 液 体 メ タ ノ ー ル 燃 料 お よ び 第 ２ の フ ィ ル タ 組 立 体 を 示 し た 図 １ の シ ス
テ ム の 一 部 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 は 、 図 １ の 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 第 １ の 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 は 、 図 ５ の 線 6-6に 沿 っ て 破 断 し た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 は 、 代 替 構 成 の 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 を 図 6Aの 視 点 と 同 様 に 破 断 し て 示 し た 横
断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 は 、 図 １ の 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 は 、 図 ７ の 線 8-8に 沿 っ て 破 断 し た 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 は 、 図 １ の 第 １ の フ ィ ル タ 組 立 体 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 横 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(15) JP 2006-516352 A 2006.6.29



【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 22日 (2004.12.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】

に
記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 少 な く と も 拡 散 流 路 の 一 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 を 有 す る 第 １ の 部 分 と 、 前 記 化 学 物 質 吸 着 部
材 と 前 記 水 バ ッ フ ァ 部 材 と を 有 す る 第 ２ の 部 分 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立
体 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材 は 、 活 性 炭 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立
体 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 化 学 物 質 吸 着 材 は 、 飽 和 活 性 炭 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃 料 電 池
組 立 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 燃 料 電 池 は 、 電 力 を 電 子 装 置 に 供 給 す る よ う に 前 記 電 子 装 置 に 対 し て 動 作 可 能 に 接 続
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 電 子 装 置 は 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情 報 端 末 ま た は ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 内 の 一 つ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
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(a)　 陽 極 と 陰 極 を 有 し た 携 帯 用 の ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 で あ っ て 、 前 記 陰 極
は 酸 化 剤 吸 気 口 と 流 体 的 に 接 続 さ れ 、
(b)　 前 記 酸 化 剤 吸 気 口 と 前 記 陰 極 と に 流 体 的 に 接 続 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 で あ っ て 、
　 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、
　 　 (i)　 膜 を 備 え る 微 粒 子 除 去 部 材 と 、
　  (ii) 　 膜 を 備 え る 水 を バ ッ フ ァ リ ン グ す る た め の 水 バ ッ フ ァ 部 材 と 、
　  (iii) 任 意 に 設 け ら れ る 化 学 物 質 吸 着 部 材 と 、
(c)　 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 酸 化 剤 が 前 記 酸 化 剤 吸 気 口 を 通 過 す る 前 に 前 記 フ ィ ル タ 組
立 体 を 通 り 抜 け る よ う に 配 置 さ れ る

前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材

前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ を 備 え 、 前 記 微 粒 子 除 去 部 材 と 前 記 化 学 物 質 吸 着 部 材
と 前 記 水 バ ッ フ ァ 部 材 と を 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 で 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

３

１

 ８

１ ０



【 請 求 項 １ ２ 】
携 帯 用 の 前 記 燃 料 電 池 は 、 ２ kg以 下 の 重 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
(a)　 携 帯 用 の ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、
　 　 (i)　 陰 極 と 、
　 　 (ii)　 陽 極 と を 備 え 、
　  (iii) 　 前 記 陽 極 と 流 体 的 に 接 触 す る 液 体 の メ タ ノ ー ル 源 が 、 通 気 口 を 有 す る 容 器 の
中 に 溜 液 さ れ 、 前 記 通 気 口 は 前 記 容 器 の 内 部 と 前 記 容 器 の 外 部 の 間 を 流 体 的 に 接 触 さ せ る
よ う に 構 成 さ れ 、
(b) 　 前 記 通 気 口 の 内 部 に 配 置 さ れ る フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 前 記 容 器 の 内 部 と 前 記 容 器 の 外
部 の 間 を 流 体 的 に 接 触 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 選 択 的 に 透 過 す る 疎
水 性 部 材 又 は 疎 油 性 部 材 の 一 方 ま た は 双 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 疎 水 性 部 材 ま た は 前 記 疎 油 性 部 材 の 一 方 ま た は 双 方 は 、 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ エ チ レ ン ・ テ レ フ タ レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃
料 電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 膜 は 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ リ デ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 組
立 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 フ ィ ル タ 組 立 体 は 、 さ ら に 吸 着 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 燃 料
電 池 組 立 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 ダ イ レ ク ト ・ メ タ ノ ー ル 燃 料 電 池 は 、 ２ kg以 下 の 重 量 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 燃 料 電 池 組 立 体 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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